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１．生物工学研究センターの歴史 

 

富山県立大学生物工学センター並びに富山県バイオテクノロジーセンターは、県立大学工

学部の附属研究施設としての機能と公設試験研究機関としての機能を併せ持つ施設として

1992年10月に開設された。 

県立大学においてバイオテクノロジーに関する教育・研究を行うことについては、

1987年3月の「富山県立大学基本構想」の中に盛り込まれていた。その中では「工学の特質

に対応して、生物の機能を利用し、それを生産へ展開する方向を目指すべきである。具体

的には、物質生産を指向する応用微生物学を中心的な位置にすえ、酵素学・生物化学・分

子生物学・細胞生物学などを基本として、そこに各種の工学的手法を適切に導入すること

により、一つの学問体系を構築していくことが望ましい。」「富山県立大学では、先ず優

れた人材を確保した上で研究施設(研究所)を設置し、研究活動から早急に着手すべきであ

ろう。そして、この研究所の活動内容は、設立当初からきわめて特徴のあるものとし、比

較的近い将来、この研究所が国内的には勿論、国際的にも、バイオテクノロジーの一つの

中心的な機関として評価されるような状況が生まれることを期待したい。なお、学科の設

置については、研究所の活動状況や研究成果に関する評価等を勘案し、かつ、バイオテク

ノロジーに関する学問の発展方向を見すえながら着実に検討を進めていくべきものと考え

る。」と述べられている。 

こうした提言に従い、大学創設準備委員会にバイオ部会が設置され、1990年1月、各

界のバイオに造詣の深い委員により、「県立大学におけるバイオテクノロジー教育・研究

の進め方」が提言された。これを受けて、1991年7月から生物工学研究センターの建設を進

め、総工費約18億円で、鉄筋コンクリート造り4階建て、延べ床面積約2,800平方メートル

で第一期工事が竣工された。 

1992年10月、生物工学研究センター開所と同時に開設された「酵素化学工学」部門

に加え、「生体触媒化学」、「有用生物探索工学」、「生物反応化学」の各部門が二期工

事（床面積約4,000平方メートルとなる）を経て順次整備された。1996年4月の生物工学専

攻修士課程の設置の趣旨は、「生物工学研究センターを主たる基礎として、バイオテクノ

ロジーの基礎と応用を教育・研究の中心とする専攻を設置し、社会の需要により適切に対

応する」「幅広い学間的基礎と柔軟な発想力のある課題到達能力に富む頭脳を有する高度

の技術者・研究者を養成する」ことである。修士課程の第一期生が修了する1998年4月には

大学院工学研究科生物工学専攻博士(後期)課程が設置された。ここに、生物工学研究セン

ターの「研究を中心にすえた小型の大学院大学」の教育研究体制が確立した。2005年度ま

でに修士課程並びに博士前期課程から約80名が社会へと巣立ち、76名の修士(工学)並びに8

名の博士(工学)が誕生している。 

 

２．富山県バイオテクノロジーセンター 

 

開設当初より、生物工学研究センターの教員は富山県バイオテクノロジーセンターの研究

員を兼務しており、生物工学研究センターの基礎的な研究の成果を、産業界や地域に積極

的に還元することを狙いとし、民間企業および県試験研究機関からの研究員の受け入れと

技術指導、公開セミナーなどを行っている。 

 



３．新設される富山県立大学・工学部・生物工学科 

 

生物工学研究センターの研究は「微生物の有する機能の探求と有用物質の生産」に向けら

れている。特に、酵素触媒を利用するバイオプロセスとその化学合成への利用、微生物の

二次代謝産物(バイオファインケミカル)の探索とその医薬・化成品などへの応用が中心と

なっている。産業界、特に化学工業と製薬工業とのつながりが深く、企業研究者と協力し

て成果が得られるシステムが構築されている。すなわち、産業界の研究開発ニーズに対す

る提案、研究資金の受領、基礎・応用研究の実施、研究成果の社会還元の正のスパイラル

構造が順調に機能しており、その成果は幾つかの実用化または開発段階にある研究テーマ

に現れている。このように、生物工学研究センター並びに富山県バイオテクノロジーセン

ターは、規模は小さいが「キラリ」と輝く組織に育っている。このような発展を踏まえて、

平成18年度には、「生物工学科」を開設することが決まっている。 

 

富山県立大学工学部生物工学科の概要（2002年12月の「富山県立大学のバイオ系学科の設

置について」（中間提言）より） 

＜開設時期＞ 平成18年4月 ＜定員＞ 40名(収容定員160名) 

＜教育研究分野＞ 生物工学研究センターでは、開設以来、微生物の酵素等を利用して有

用物質を生産するバイオプロセスの確立と発展を目指したグリーンバイオテクノロジーに

関する教育研究を行ってきている。この方向を一層発展充実させるため、生物工学研究セ

ンターの4教育分野に、県内産業に貢献できる｢植物機能工学｣及び「機能性食品工学」と、

これからのバイオ研究の基盤となる「応用生物情報学」を加え、7つの教育研究分野とする。 

＜講座＞講座数は、教育研究分野に対応し7講座とする。 

 

講 座 名 教 育 研 究 内 容 

酵素化学工学 新規開発した酵素を環境に負荷をかけない有用物質合成に利

用することを目指すとともに、バイオチップや環境修復の研究

を行う。これらの研究を通して、酵素化学工学、応用酵素学、

有機化学等に習熟した者を育成する。 

応用生物プロセス学 

※(生体触媒化学)  

酵素や微生物細胞の触媒機能を利用し、医薬品や香料などの有

用物質を高効率で生産するバイオプロセスの開発を目指した

研究を通して、生体触媒化学、分子生物学、蛋白質工学等に習

熟した者を育成する。 

微生物工学 

※(有用生物探索工学) 

自然界から新規微生物を探し出し、それが生産する抗生物質等

の有用物質を医農薬等へ応用するための研究を通して、応用微

生物学、代謝調節工学、天然物化学等に習熟した者を育成する。

生物有機化学 

※(生物反応化学) 

微生物等が生産する生理活性物質を探し出し、その合成法や変

換法の開発、構造と活性の相関を明らかにするとともに、医農

薬へ応用するための研究を通して、有機合成化学、生物有機化

学、グリーンケミストリ一等に習熟した者を育成する。 

新 植物機能工学 植物未利用遺伝資源の増殖技術の確立を目指すとともに、植物

特有の代謝機能を積極的に活用するバイオプロセスや環境修

復技術の開発を行うための研究を通して、細胞組織培養学、植

物細胞工学、植物分子生物学等に習熟した者を育成する。 

新 機能性食品工学 食品素材や和漢薬エキス、微生物などの幅広い生物素材を対象

とし、健康維持増進、生活習贋病の改善等に役立つ機能性食品

の開発を目指した研究を通して、栄養化学、細胞生理学、食品

工学等に習熟した者を育成する。 



新 応用生物情報学 膨大なゲノム関連データを、コンピューターを用いて管理し、

蛋白質の立体構造、代謝経路・制御機能等の生物情報の解析や

各種データーベースの利用技術の開発を目指した研究を行う。

こうした研究を通じて、生体情報工学、生物情報解析学等に習

熟した者を育成する。 

※ は、現大学院工学研究科生物工学専攻の教育研究部門と名称が異なる講座 

 

＜生物工学科の教育理念＞ 

生物工学は、医学、化学、食品、環境エネルギーなどの幅広い産業分野に利用され、

健康、食料、環境の今日的課題を解決していくために、今後も発展が期待される学問分野

である。生物工学科では、微生物系、生化学系、有機化学系、植物・食品・情報系の学問

領域を基礎として、省エネルギーで環境にやさしいグリーンバイオテクノロジーの研究・

開発に携わる基礎的な学力と専門的能力を身に付けた、人間性豊な創造力と実践力を兼ね

備えた人材を育成することを目標にしている。そのために、少人数教育による講義、演習、

実験と各種ゼミを実施したうえで、学生が主体的・意欲的にチャレンジする課題研究・卒

業研究を通して学生の多面的な思考力を養い、生物工学分野の基礎・応用能力を育成する

ことを目指している。 

また本学科では、地域に根付く医薬品産業の更なる発展に向けて、地域産業が新技術

の創出や製品開発を行うために必要かつ有用な人材を育成し、地域社会とともに地域の国

際化や知能・技術の高度化、集積化を支える事業を積極的に推進し、地域の発展に役立つ

学科を目指す。 
 
 


